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１　はじめに

　本研究は，「小学校低学年児童の算数語彙力の調査
研究」（2015，志水）（以下，「2015低学年語彙研究」と
呼ぶことにするに引き続き，高学年児童の算数語彙力
について調査研究したものである。

（1）研究の意図と目的
　現在，算数科における言語力の育成が今日的な課題
とされている。数学は言語で思考し，表現される。そ
の言語の元として語彙があると考える。
　本研究の目的は，小学校の児童が算数を学ぶ上で，
算数科にかかわる数学言語（算数語彙）について，ど
の程度正確に理解しているかについて調査し，まとめ
ることである。
　ここで，本論文において語彙について定義してお
く。一般には，語彙とは，「ある言語で用いられる語の
全体」の意味をもつ。したがって，算数を指導する上
では，算数科特有の言語がある。普通は，算数用語と
呼ばれる。例えば，たし算，かけ算，平行四辺形など
が挙げられる。ただし，これらの用語は日常の言語に

よって規定される。例えば，「あわせる」，「いくつ分」，
「等分する」などである。これらの語彙の理解がもとに
なって児童が算数の概念を形成することになる。そこ
で，算数の教科書に登場する算数用語を規定している
言語も含めて算数語彙とした。

（2）先行研究
　2015低学年語彙研究において，国語科における語彙
研究，算数数学科における語彙研究などについてまと
めたので割愛する。本研究との関連において言えば，
2007版語彙テストをNPO法人・教育テスト研究セン
ターと志水との共同研究を行ったことを指摘しておき
たい。
　その上で，2015低学年語彙研究の経過と成果を再掲
載しよう。そこでは，具体的には，①算数語彙の選出，
選択肢の作成を含めた語彙テスト問題の開発，②予備
調査（175名）から本調査（975名）の実施と結果の分
析をした。

（3）2015低学年語彙研究の成果
①　語彙テストを通して，正答率が７０％未満の語彙
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は，整数の乗除に関連するものが多いことがわかっ
た。
　例えば，「ずつ」「○個の□つ分」「分ける」という
語彙について，十分に理解されていないことがわかっ
た。
②　同問題（よく似た問題）における学年間での正答
率の違いをみたところ，学年が上がるにしたがい，正
答率が上がっている問題がある反面，「４この２つ分」の
ように，２年生18.1％，３年生20.5％と，学年があがっ
ても正答率が低いままであまり変化のない問題もあっ
た。
③　2007年から2008年にかけて実施した前回の語彙テ
ストは，小学校５年生のみの対象であった。
　今回，「数と計算」の分野だけではあるが，小学校１
年生，２年生，３年生の算数語彙についての語彙テスト
を作成できたことは，大きな成果であった。
　課題を次のようにとらえた。
　語彙テストを実施して，加減に関わる語彙はよく理
解されているが，乗除に関わる語彙は，理解が不十分
であることが分かった。このことは，整数の乗除に関
わる語彙の理解が不十分なまま，高学年で，小数や分
数を学習する子が多くいるということになる。
　これらの結果を受けて高学年の語彙テストの開発と
そのテストに基づいて調査を実施した。

（4）研究方法
　研究方法は，語彙テストの調査分析である。すなわ
ち，「数と計算」の領域に限定して語彙テストを作成し
て，小学校の高学年児童に調査を実施する。その結果
を分析することにより，高学年児童の語彙の理解度の
問題点を洗い出すことにある。

２　本年度の研究の概要

（1）本年度の研究の目的
　本年度の研究の目的は，「数と計算」の領域におい
て，高学年（４年～６年）の児童の算数語彙の理解度を
明らかにすることである。

（2）研究の経過
①　語彙テストの作成
　　・語彙の選定
　　・選択肢の作成
　　・語彙テストの作成
②　語彙テストの実施
③　語彙テストの結果と分析
　　・学年別，問題ごとの結果と個別の分析
　　・学年ごとの結果と全般的分析
　　・上学年の全般的分析

３　研究の内容

（1）語彙テストの作成
①　語彙の選定
　本調査では，語彙の選定のためのリソースとして教
科書を使用した。さらに，文献「教科書における算数
言葉集」新興出版社啓林館『わくわくさんすう』（志水
廣著）を用いて，小学校の教科書からの語彙リストを
得た。
　「算数・数学科のつまずきの原因となる用語」「学習
上重要な用語」を基準とし，著者が主催する指導研究
会の参加者（小学校教諭・元小学校教諭・大学院生）７
名による選出のもと，４９語の選定を行った。
　その後，出題語数の制約を考え，数そのものの理解
のために必要な語彙と加減乗除の四則演算の理解のた
めに必要な語彙に焦点をあて，最終的に18語【～を
～集めた数（整数），ずつ（乗法），～の～分（整数），
ずつ（除法），～の～分（小数），あわせる，集めた数
（小数），４等分，～の～分（分数），～の～倍の～倍，
～を～倍，～の１０分の１，～の～分（小数），２÷３の
商，～に等しい分数，あたり，～は，～の～倍（含む
分数）】のべ４４語をもって出題語彙とした。
②　語彙の分類
　本テストでは，分析結果をわかりやすくするため
に，調査する語彙について，次のような分類を行った。
　まず，A整数　AA整数の演算　B小数　BB小数の
演算　C分数　CC分数の演算　で分類をし，その後，
整数，小数，分数のA，B，Cについては，１数の仕組
み　２表現　３その他　で分類をした。また，整数，小
数，分数の演算のAA，BB，CCについては，１加減 ２
乗除　３その他で分類をした。表にすると次のように
なる。

表１　【語彙の分類】

A整数 B小数 C分数

１　数の仕組み
２　表現
３　その他

１　数の仕組み
２　表現
３　その他

１　数の仕組み
２　表現
３　その他

AA整数の演算 BB小数の演算 CC分数の演算

１　加減
２　乗除
３　その他

１　加減
２　乗除
３　その他

１　加減
２　乗除
３　その他

③　選択肢の作成
　本調査では，すべての語彙問題について５つの選択
肢を提示する形式（5肢選択形式）をとっている。す
なわち，正答を表す1つの選択肢の他に，４つの誤答選
択肢を提示している。
　選択肢の作成の留意点については2015低学年語彙研
究と同じなので紙面の都合上，割愛する。
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④　選択肢の種類
　2007年から2008年にかけて実施した前回の語彙テス
トにおける問題は，大きく２つの種類に分けていた。１
つは，語彙の使い方を問うものであり，もう１つは語
彙の定義を問うものであった。
　今回の調査は，教科書に立脚した，指導に結びつけ
ることを意図した調査であり，さらに小学校の時点で
定義を厳密に述べている語彙が限られていることを考
慮し，次のa，b　2つの種類で問題を作成した。１つ目
は，a文脈に沿った語彙の使い方を通じて語彙の意味
を問うもので，２つ目は，b語彙の言い換えを通じて語
彙の意味を問うものであり，間接的に語彙に対する理
解をはかる問題である。また，語彙の使い方を問うに
あたっては，若干の思考・計算を必要とする問題を含
めた。これらについては，出題学年において，大きな
負担とならない思考・計算であると判断しうるものに
限られるよう問題の作成を工夫し，検討・吟味を行っ
た。a，bの例を紹介する。
　a文脈に沿った語彙の使い方を通じて語彙の意味を
問うものの例

設問4年10

　第4学年設問番号10である。
　算数語彙としては，「５ｍの2倍の3倍」の「～の‥
倍の…倍」について問う問題である。

�　「5ｍの2倍の3倍」をあらわすのはどれでしょう。
　�ア～オの中から正しいものを１つえらんで（　　）の
中に○をつけましょう。
ア（　　）5ｍの2倍の3倍は，5ｍの5倍です。
イ（　　）5ｍの2倍の3倍は，5ｍの10倍です。
ウ（　　）5ｍの2倍の3倍は，5ｍの6倍です。
エ（　　）5ｍの2倍の3倍は，5ｍの30倍です。
オ（　　）5ｍの2倍の3倍は，5ｍの13倍です。

　b語彙の言い換えを通じて語彙の意味を問うもので
あり，間接的に語彙に対する理解をはかる問題の例

設問4年７　　実施人数２４６名

　第４学年設問番号７である。
　算数語彙としては，「0.1を集めた数」の「集めた数」
について問う問題である。

7�　「0.1を５こ集めた数」をあらわすものはどれで
しょう。ア～オの中から正しいものを１つえらんで
（　　）の中に○をつけましょう。
ア（　　）�0.1を５こ集めた数は，0.1と５をあわせた数

です。　
イ（　　）�0.1を５こ集めた数は，0.1と0.1と0.1と0.1

と0.1をあわせた数です。
ウ（　　）�0.1を５こ集めた数は，0.1と５のちがいです。
エ（　　）0.1を５こ集めた数は，0.6です。
オ（　　）0.1を５こ集めた数は，5.1です。

（2）語彙テストの実施
①　調査内容　　語彙の理解の実態を測定

②　調査対象及び学校，調査人数
　・調査対象　第４学年，第５学年，第６学年の児童
　・該当学校　�愛知県E小学校，福岡県F小学校，福

岡県G小学校
　・調査人数　�第４学年246名，第５学年243名，第６

学年227名
③　調査方法
　語彙テスト実施のためのガイドラインを作成し，当
該校の教師によって語彙テストを実施してもらう。学
校通しの調査票による自記式調査（テスト）である。
④　調査時期　　2014年２月から3月
⑤　実施時間　　約20分間
⑥　調査問題数　�第4学年13問，第５学年16問，第６

学年15問

（3）語彙テストの結果と分析
①　学年別，問題ごとの結果と個別の分析
　学年別，問題ごとに各選択肢の反応率を表に記載
し，反応率の高い誤答についてはその原因を予想して
表に書き加えた。また，正答率から問題の語彙の理解
度を判断したり，誤答の傾向を分析したりした。その
結果の一部を紹介する。最初は，第４学年設問番号３
「４この２つぶん」，２番目は第４学年設問番号８「１を４
等分した数」
　【学年ごと，問題ごとの語彙テストの結果】の記入内
容例

設問4年３　　実施人数２４６名

 【�問題の分類：AA２整数の演算・乗除選択肢の種類：
ｂ言い換えを通じて意味を問う】
趣旨　語彙「４この２つを理解することができるかどう
かみる
問題

3�　「４この２つ分」をあらわすのはどれでしょう。ア
～オの中から正しいものを１つえらんで（　　）の
中に〇をつけましょう。
ア（　　）４こと２つをあわせることです。
イ（　　）４こと２つのちがいをだすことです。
ウ（　　）４こを２つにわけることです。
エ（　　）４こを２つずつにわけることです。
オ（　　）４こと４こをあわせることです。

表２　反応率と主な誤答の原因

選択肢
番号

正誤
区別 選択肢の文 反応率

（％） 主な誤答の原因

ア 誤答１
４こと２つを
あわせるこ
と

5.3
問題文に出てきた４と２の２つ
の数値をあわせたと考えら
れる。

イ 誤答２
４こと２つの
ちがいをだ
すこと

5.3 問題文に出てきた２つの数値
の差を出したと考えられる。

ウ 誤答３ ４こを２つにわけること 37.4

４と２という数字を使って演
算したいと考えたが，和と差
は違うと思い，分けたと考え
られる。４は２つに分けやす
い数である。
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エ 誤答４
４こを２つず
つにわける
こと

30.5

上記と同様だが，さらに同じ
ように分けたいと考え，「ず
つ」が入っている本選択肢を
選んだと考えられる。

オ 正答
４こと４こを
あわせるこ
と

21.5 ○

無解答 0.0

考察
◯�本設問の正答率は，21.5％である。語彙「４この２つ
分」の理解に課題がある。
◯�選択肢ウの反応率が37.4％，エが30.5％である。選
択肢ウと選択肢エを合わせると67.9％になる。半数
以上の児童が「４この２つ分」を「４こを２つに，あ
るいは２つずつに分ける」と選択している。４個の
（中の）２つというように，（中の）を付け加えてイ
メージしていたか「分」という言葉から，「分ける」
をイメージしたと考えられる。

設問4年８　　実施人数２４６名

 【�問題の分類：AA２整数の演算・乗除選択肢の種類：
ｂ言い換えを通じて意味を問う】
趣旨　語彙「４等分」を理解することができるかどう
かみる
問題

8�　「１を４等分した数」をあらわすものはどれで
しょう。ア～オの中から正しいものを１つえらんで
（　　）の中に○をつけましょう。
ア（　　）�１を４等分した数は，１を４つに分けた数で

す。
イ（　　）�１を４等分した数は，１を４つあわせた数で

す。
ウ（　　）�１を４等分した数は，１を４つ集めた数です。
エ（　　）�１を４等分した数は，１を同じように４つに

分けた数です。
オ（　　）�１を４等分した数は，１に等しい数です。

表３　反応率と主な誤答の原因

選択肢
番号

正誤
区別 選択肢 反応率

（％） 主な誤答の原因

ア 誤答１ １を４つに分けた数 50.4

「４等分する」ということは，
等しく分ける必要があるこ
とを意識していないと考え
られる。

イ 誤答２ １を４つあわせた数 3.3 

ウ 誤答３ １を４つ集めた数 6.9 

「１を４等分」の中の１と４に
着目したが，等分の意味を誤
解していたため，ウを選択し
たと考えられる。

エ 正答
１を同じよ
うに４つに
分けた数

33.3 ◯

オ 誤答４ １に等しい数 6.1 

「１を４等分」の中の１と等に
着目して，エを選択したと考
えられる。また，「１に等しい
数」の意味も理解していない
と考えられる。

　 無解答 0.0 　

考察
　本設問の正答率は，33.3％である。語彙「４等分」の
理解に課題がある。
◯�誤答１の反応率が50.4％であった。語彙「４等分」と
「４つに分ける」を同じであると考えている児童が半
数いることがわかった。４等分するとは，「同じよう
に４つに分ける」ことだが，「同じように」という言
葉の必要性を意識していないと考えられる。

４　学年ごとの結果と全般的分析

　第４学年，第５学年，第６学年の語彙テストの結果を
設問番号，設問の概要，出題の趣旨，分類，正答率を
学年ごとに示したのが表８，９，１０である。正答率が
70％未満の語彙については，正答率の数値の前に★印
を記載した。注意する必要のある語彙である。

（1）第４学年の語彙テストの結果（表４）

表４　第4学年の語彙テストの結果

設問
番号 設問の概要 出題の趣旨 分類 正答率

1 「１０を５こ集めた数」を
あらわすのはどれか。

語彙「～を…集めた
数」を理解することが
できる

A
AA2 78.0

2
「3人に1人２こずつあ
げる」をあらわすのは
どれか。

語彙「ずつ」を理解す
ることができる AA2 78.9

3 「４この２つ分」をあら
わすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる AA2 ★

21.5

4
「３こずつ分ける」の使
い方で正しいのはど
れか。

語彙「ずつ」を理解す
ることができる AA2 ★

67.9

5 「0.1の3こ分」をあら
わすのはどれか。

語彙「～の…分」を理
解することができる

B1
BB2

★
66.7

6
「２と0.3をあわせた
数」をあらわすのはど
れか。

語彙「あわせる」（あ
わせた）を理解するこ
とができる

B1
BB1 71.1

7
「0.1を５こ集めた数」
をあらわすのはどれ
か。

語彙「集めた数」を理
解することができる

B1
BB2

★
33.3

8 「１を4等分した数」を
あらわすのはどれか。

語彙「４等分」を理解
することができる

C1
CC2 76.2

9 「4分の１の3つ分」を
あらわすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる

C1
CC2

★
64.2

10 「５ｍの２倍の３倍」をあらわすのはどれか

語彙「～の‥倍の…
倍」を理解することが
できる

AA2 ★
37.8

11 「５を10倍する」をあらわすのはどれか
語彙「～を…倍」を理
解することができる

A1
AA2

★
60.2

12 「１Lの10分の１」をあらわすのはどれか

語彙「～の１０分の１」
を理解することがで
きる

C1
CC2

★
67.9

13 「0.1の20こ分」をあらわすのはどれか
語彙「～の…分」を理
解することができる

B1
BB2

★
65.9

①　第４学年の語彙テストの全般的分析
・�13問のうち，正答率が８０％以上のものは０問である。
・�正答率が７０％以上，８０％未満のものは４問ある。
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　�設問番号及び語彙は，1番「～を…集めた数」，２番
「ずつ」，６番「あわせる」，８番「４等分」であった。
これらの問題の語彙の理解については少し課題がある
と言える。
・�正答率７０％未満のものは９問である。設問番号及び語
彙は，３番「～の…分」（「４この２つぶん」），４番「ず
つ」，５番「～の…分」（「0.1の３こ分」），7番「集めた
数」（「0.1を５こ集めた数」），９番「～の…分」（「4分の
１の3つ分」），10番「～の‥倍の…倍」，11番「～を…
倍」，12番「～の１０分の１」，13番「～の…分」（「0.1
の20こ分」）で，課題がある。特に，正答率が低いの
は，3番の語彙「４この2つぶん」の21.5％である。

（2）第５学年の語彙テストの結果（表５）

表５　第５学年の語彙テストの結果

設問
番号 設問の概要 出題の趣旨 分類 正答率

1 「10を５こ集めた数」を
あらわすのはどれか

語彙「集めた数」を理
解することができる

A
AA2 82.7

2
「3人に1人２こずつあ
げる」をあらわすのは
どれか

語彙「ずつ」を理解す
ることができる AA2 81.1

3 「４この２つ分」をあら
わすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる AA2 ★

25.9

4
「３こずつ分ける」の使
い方で正しいのはど
れか

語彙「ずつ」を理解す
ることができる AA2 70.0

5 「0.1の３こ分」をあら
わすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる

B1
BB2 73.3

6
「２と0.3をあわせた
数」をあらわすのはど
れか

語彙「あわせる」を理
解することができる

B1
BB1 76.5

7
「0.1を５こ集めた数」
をあらわすのはどれ
か

語彙「集めた数」を理
解することができる

B1
BB2 79.8

8 「１を4等分した数」を
あらわすのはどれか

語彙「４等分」を理解
することができる

C1
CC2

★
34.2

9 「4分の１の3つ分」を
あらわすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる

C1
CC2

★
58.8

10 「５を10倍する」をあらわすのはどれか
語彙「～を…倍」を理
解することができる

A1
AA2

★
68.3

11 「１Lの10分の１」をあらわすのはどれか

語彙「～の10分の１」
を理解することがで
きる

C1
CC2 75.3

12 「0.1の20こ分」をあらわすのはどれか
語彙「～の…分」を理
解することができる

B1
BB2 77.4

13 「２÷３の商」をあらわすのはどれか
語彙「２÷３の商」を理
解することができる

C2
CC2

★
63.4

14
「12分の４に等しい分
数」をあらわすのはど
れか

語彙「～に等しい分
数」を理解することが
できる

C2 74.9

15
「1人あたり5個くば
る」をあらわすのはど
れか

語彙「あたり」を理解
することができる A2 81.9

16
「0.4ｍは，0.1ｍの何
倍」をあらわすのはど
れか

語彙「～は，…倍」を
理解することができ
る

BB2 71.6

①　第５学年の語彙テストの全般的分析
・�1６問のうち，正答率が８０％以上のものは３問である。

設問番号は，１番，２番，１５番で，これらの問題は相
当数の児童が理解できていると言える。
・�正答率が７０％以上，８０％未満のものは８問ある。設
問番号及び語彙は，４番「ずつ」，５番「～の…分」
（「0.1の3こ分」），６番「あわせる」，７番「集めた数」
（「0.1を５こ集めた数」），１１番「～を…倍」，１２番「～
の１０分の１」，１４番「～に等しい分数」１６番「～は，
…倍」である。これらの問題の語彙の理解について
は少し課題があると言える。
・�正答率７０％未満のものは５問である。設問番号及び
語彙は，３番「～の…分」（「４この２つ分」），９番「～
の…分」（「4分の１の3つ分」），１０番「～を‥倍」，13
番「２÷３の商」で，これらの問題の語彙の理解につ
いて課題がある。特に，正答率が低いのは，3番の
語彙「４この2つ分」の25.9％である。これは，第4
学年の21.5％と比較してもあまり変化はなく要注意
である。

（3）第６学年の語彙テストの結果（表６）

表６　第６学年の調査結果

設問
番号 設問の概要 出題の趣旨 分類 正答率

1
「3人に1人２こずつあ
げる」をあらわすのは
どれか

語彙「ずつ」を理解す
ることができる AA2 89.9

2 「４この２つ分」をあら
わすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる AA2 ★

22.9

3 「0.1の３こ分」をあら
わすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる

B1
BB2

★
69.2

4
「２と0.3をあわせた
数」をあらわすのはど
れか

語彙「あわせる」を理
解することができる

B1
BB1 89.0

5 「0.1を５こ集めた数」
をあらわすのはどれか

語彙「集めた数」を理
解することができる

B1
BB2 80.6

6 「１を4等分した数」を
あらわすのはどれか

語彙「４等分」を理解
することができる

C1
CC2

★
34.4

7 「4分の１の3つ分」を
あらわすのはどれか

語彙「～の…分」を理
解することができる

C1
CC2

★
65.2

8 「５を10倍する」をあ
らわすのはどれか

語彙「～を…倍」を理
解することができる

A1
AA2 80.6

9 「１Lの10分の１」をあ
らわすのはどれか

語彙「～の10分の１」
を理解することがで
きる

C1
CC2 84.1

10 「0.1の20こ分」をあらわすのはどれか
語彙「～の…分」を理
解することができる

B1
BB2 83.7

11 「２÷３の商」をあらわすのはどれか
語彙「２÷３の商」を理
解することができる C１ 79.3

12
「12分の４に等しい分
数」をあらわすのはど
れか

語彙「～に等しい分
数」を理解することが
できる

C2 87.2

13
「1人あたり5個くば
る」をあらわすのはど
れか

語彙「あたり」を理解
することができる A2 89.0

14
「0.4ｍは，0.1ｍの何
倍」をあらわすのはど
れか

語彙「～は，…倍」を
理解することができ
る

BB2 81.1

15 「60円の3分の2倍」をあらわすのはどれか
語彙「～の…倍」を理
解することができる CC2 70.9
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①　第６学年の語彙テストの全般的分析
・�1５問のうち，正答率が８０％以上のものは９問である。
設問番号は，１番，４番，５番，８番，９番，10番，12
番，13番，14番である。これらの問題は相当数の児
童が理解できていると言える。
・�正答率が７０％以上，８０％未満のものは２問ある。設
問番号及び語彙は，11番「２÷３の商」，15番「～の
…倍」（「60円の3分の２倍」）であった。これらの
問題の語彙の理解については少し課題があると言え
る。
・�正答率７０％未満のものは４問である。設問番号及び
語彙は，２番「～の…分」（「４この２つぶん」），３番
「～の…分」（「0.1の３こ分」），６番「４等分」，７番「～
の‥分」（４分の１の３つ分）で，これらの問題の語彙
の理解について課題がある。特に，正答率が低いの
は２番の語彙「４この2つぶん」の22.9％である。こ
れは，第4学年の21.5％，第5学年の25.9％と比較し
てもあまり変化はなく要注意である。

（4）高学年の全般的な分析
①　課題を要する問題の正答率について
　語彙「４この２つ分」を理解することができるかどう
かをみる問題の正答率は，第4学年21.5％，第５学年
25.9％，第６学年22.9％であった。学年が上がっても，
正答率は上がっていないことがわかった。
　語彙「0.1を５こ集めた数」を理解することができる
かどうかをみる問題の正答率は，第4学年33.3％，第
５学年79.8％，第６学年80.6％であった。学年が上がる
にしたがい，正答率も上がっていることがわかった。
②　正答率７０％未満の問題数
　第4学年では，１３問の中で正答率が80％を超える語
彙がなかった上，正答率が７０％未満で★がついた語彙
が９問あった。第5学年では，１6問の中で80％以上が
３問，７０％未満で★がついた語彙が３問あった。第６学
年では，１５問の中で80％以上が９問，７０％未満で★が
ついた語彙が４問であった。表にすると，次のように
なる。

表７　正答率区間の問題数

正答率＼学年

第４学年
（１３問）
問数

（出現率）

第５学年
（１６問）
問数

（出現率）

第６学年
（１５問）
問数

（出現率）
８０％以上 ０問（0％） ３問（19％） ９問（60％）

７０％以上80％未満 ４問（31％） ８問（50％） ２問（13％）
７０％未満 ９問（69％） ５問（31％） ４問（27％）

③　同問題の正答率の比較
　また，第4学年～第6学年における同問題の正答率
を比較した場合をグラフにすると次のようになる。な
お，同問題の設問は，「3人に1人２こずつあげる」を

あらわすのはどれか，「４この２つ分」をあらわすのは
どれか，「0.1の３こ分」をあらわすものはどれか，「２
と0.3をあわせた数」をあらわすのはどれか，「0.1を５
こ集めた数」をあらわすのはどれか，「１を４等分した
数」をあらわすのはどれか，「４分の１の３つ分」をあ
らわすのはどれか，「５を１０倍する」をあらわすのはど
れか，「１Lの１０分の１」をあらわすのはどれか，「0.1の
20こ分」をあらわすのはどれかの10問である。
　次のグラフ１は，同じ問題における学年別の正答率
の比較を表したものである。

グラフ１　同問題の正答率の比較

　グラフ１から，第４学年は，算数に関わる語彙を十分に
理解していない子が他の学年より多いことがわかった。

５　研究の成果と今後の課題

　昨年度の研究の中で，「数と計算」の分野だけでは
あるが，小学校1，2，3年生の語彙テストを作成し，
語彙テストを実施したことが大きな成果であると考え
た。新たに，4，5，6年生の語彙テストを作成し，実
施できたことは，本年度の成果の1つである。
　4，5，6年生では，小数や分数の問題があり，同種
の問題なら小数や分数の方が整数よりも正答率が低く
なると考えていた。ところが，第６学年の「４この２つ
分」の正答率が22.9％であるのに対し，「４分の１の３
つ分」の正答率が65.2％，「0.1の３こ分」の正答率が
69.2％であった。小数，分数も，正答率が高かったと
はいえず課題がある。しかし，整数の場合の正答率よ
りは，明らかに高いといえる。整数の指導について課
題があるかもしれない。また，「何この…分」の数値の
選択を変えることによって正答率が変わることも予想
される。ただ，「４この２つ分」の正答率がどの学年も
低いという事実がわかったことは本年度の成果の1つ
である。
　今後の課題として，昨年度研究をしてきた低学年の
結果と今年度研究をすすめてきた高学年の結果を通し
て語彙の定着の実態やよく似た語彙の定着の実態を調
べていきたい。
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付記

　本研究は，科研費（平成25年度－27年度）の助成を
受けており，研究課題目は「小学校教師及び児童の数
学言語（語彙）の理解とその指導の研究」である。
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